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白
河
生
ま
れ
、
白
河
育
ち
の

私
に
と
っ
て
幼
い
頃
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
祭
り
が
あ
る
。
そ
れ

が
「
白
河
提
灯
祭
り
」
で
あ
る
。

　

正
式
に
は
、「
鹿
嶋
神
社
祭

礼
渡
御
祭
」
と
い
い
、
一
年
お

き
の
九
月
中
旬
の
三
日
間
開
催

さ
れ
る
。

　

祭
り
の
由
来
は
、
江
戸
時
代

の
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
年
）

に
、
白
河
藩
主
本
多
忠
義
よ
り

鹿
嶋
神
社
に
神
輿
の
寄
進
が

あ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
以
来

約
三
百
五
十
年
に
わ
た
り
受
け

継
が
れ
、
白
河
を
代
表
す
る
祭

礼
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。

　

昼
は
、
旧
城
下
町
で
町
内
の

子
ど
も
達
に
よ
る
屋
台
や
山
車

の
引
き
回
し
が
行
わ
れ
、
夜

は
、
旧
奥
州
街
道
沿
い
を
鹿
嶋

神
社
の
神
輿
が
各
町
内
の
二
千

数
百
個
も
の
提
灯
で
飾
ら
れ
た

行
列
に
よ
っ
て
送
迎
さ
れ
る
神

輿
渡
御
が
行
わ
れ
る
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
各
町
の
格

式
と
厳
格
な
作
法
に
よ
り
執
り

行
わ
れ
る
様
々
な
儀
式
に
あ

り
、
別
名
「
儀
式
祭
り
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
も
行
列
の
出
発
、
到

着
な
ど
に
際
し
て
は
、
ま
る
で

武
家
社
会
を
垣
間
見
る
よ
う
な

口
上
が
守
ら
れ
て
お
り
、
あ
た

か
も
大
名
行
列
の
よ
う
に
、
厳

粛
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
勇
壮

に
祭
り
が
進
行
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

祭
り
に
参
加
で
き
る
の
は
、

旧
城
下
の
町
で
、
現
在
は
二
十

三
町
が
参
加
し
て
い
る
。
各
町

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
字
を
図
案

化
し
た
町
印
の
入
っ
た
提
灯
を

有
し
て
お
り
、
そ
れ
は
町
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
他
町
の
提
灯

を
倒
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
触

れ
る
こ
と
も
タ
ブ
ー
と
さ
れ
、

提
灯
を
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は

町
の
名
誉
を
傷
つ
け
ら
れ
た
こ

と
に
も
な
り
、
こ
と
さ
ら
提
灯

を
大
事
に
し
て
き
た
。
こ
の
祭

り
が
「
提
灯
祭
り
」
と
呼
ば
れ

て
き
た
由
来
は
こ
こ
に
も
あ

る
。

　

今
年
の
祭
り
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

が
、
開
催
さ
れ
た
な
ら
ば
、
私

も
紋
付
き
袴
を
身
に
着
け
て
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

（
参
考
文
献
：
白
河
歴
史
の
手
引
き

れ
き
し
ら
）

白
河
提
灯
祭
り

西
白
河
支
部　

角　

田　

彰
三
郎

郷
土
の
祭
り
紹
介

鹿嶋神社神輿渡河

到着・礼参り（口上）
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本
会
支
部
長
を
仰
せ
つ
か

り
五
年
（
一
年
は
代
理
）
と

な
る
が
、
こ
の
間
に
二
十
名

以
上
の
本
会
会
員
の
告
別
式

に
参
列
し
弔
辞
を
読
ん
だ
。

私
は
、
支
部
長
の
役
職
は
告

別
式
で
逝
か
れ
た
方
の
人
生

経
歴
を
報
告
し
、
参
列
者
と

共
に
故
人
を
惜
し
む
こ
と
と

心
が
け
対
応
し
て
き
た
。
弔

辞
は
、
会
員
本
人
が
退
職
数

年
後
に
現
職
時
・
退
職
後
の

履
歴
を
Ａ
４
一
枚
程
に
ま
と

め
提
出

し
、
そ
れ

を
も
と
に

事
務
局
長

が
原
稿
を

作
成
す

る
。
弔
辞

を
読
み
故
人
の
人
生
を
懐
か

し
む
時
間
は
貴
重
で
あ
る
。

失
礼
な
が
ら
、
何
人
か
の
思

い
出
を
語
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

　

Ｅ
先
生
は
、
私
が
退
職
し

た
年
に
支
部
長
を
さ
れ
て
い

て
、
本
会
事
務
局
へ
の
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の

こ
と
で
、
私
は
庶
務
・
事
務

局
長
・
副
支
部
長
と
経
験
し
、

退
職
後
の
さ
さ
や
か
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
で
き
た
と
感
謝

を
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
、

「
伊
藤
君
達
に
活
動
を
お
願
い

す
る
よ
。」
と
、
ぽ
つ
り
と
言

わ
れ
た
。
そ
し
て
、
支
部
長
を

次
の
方
に
依
頼
し
、
数
年
後
に

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
。
多

分
、
あ
の
一
言
を
発
し
た
と
き

に
は
、
己
の
病
魔
と
闘
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

　

Ｋ
先
生
は
、
私
の
前
任
者
で

元
気
な
方
で
あ
っ
た
が
、
支
部

長
就
任
半
年
ほ
ど
で
体
調
が
悪

化
し
、
病
院
の
入
退
院
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て
、

一
年
ほ
ど
で
亡
く
な
っ
た
が
、

息
子
さ
ん
が
「
父
は
ヘ
ビ
ー
ス

モ
ー
カ
ー
で
、
自
分
の
健
康
は

大
丈
夫
と
楽
観
を
し
て
い
た
。

最
後
は
人
と
の
協
働
を
大
事
に

し
ろ
、
と
言
わ
れ
た
。」
と
、

涙
な
が
ら
に
話
さ
れ
た
。

　

Ｙ
先
生
は
、
私
よ
り
も
三
歳

若
い
副
支
部
長
で
、
ご
逝
去
の

連
絡
に
愕
然
と
し
た
。
手
術
を

し
た
噂
は
あ
っ
た
が
、
本
人
は

自
分
の
体
調
を
話
す
こ
と
は
な

く
活
動
し
て
い
た
。
今
年
四
月

の
支
部
総
会
の
折
り
に
、
閉

会
の
言
葉
で
口
ご
も
っ
た

が
、
あ
の
時
は
本
人
の
様
々

な
思
い
が
溢
れ
た
の
だ
ろ

う
。
私
は
後
輩
に
先
立
た
れ

た
こ
と
が
辛
く
、
弔
辞
の
表

現
で
も
悩
み
、
こ
の
文
章
も

そ
の
衝
撃
か
ら
抜
け
る
た
め

に
書
く
こ
と
に
し
た
。

　

Ａ
先
生
は
、
私
が
宮
城
県

で
お
世
話
に
な
っ
た
方
で
、

奥
様
は
十
数
年
前
に
亡
く
な

ら
れ
、
本
人
の
訃
報
が
昨
年

末
に
届
い
た
。

ご
子
息
が
無

か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
周
囲
の

方
に
は
連
絡
せ

ず
実
兄
に
後
を

託
し
、
白
石
市

の
妻
方
の
墓
所
に
入
っ
た
。

私
と
妻
は
、
桜
が
咲
く
四
月

に
蔵
王
が
見
え
る
墓
石
の
前

で
、
ご
夫
妻
の
平
安
を
祈
っ

た
。

　

悲
し
い
体
験
談
ば
か
り
を

綴
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
は
本
会
の
宿
命
で
あ
ろ

う
。
こ
の
文
章
が
、
皆
さ
ん

の
日
常
生
活
で
人
生
の
ゴ
ー

ル
を
意
識
し
、
気
力
を
奮
い

起
こ
す
糧
と
な
る
こ
と
を
願

い
、
筆
を
置
き
た
い
。

論 壇論 壇

副
会
長
　
伊
　
藤
　
末
　
吉

弔
辞
朗
読
の
彼
方
に
…

石
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館

�

調
査
員
と
し
て

�

石
川
支
部
　
　

�

小
針
　
良
仁

　

退
職
を
し
て
九
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
三
年
前
か
ら
石

川
町
の
歴
史
民
俗
資
料
館

（
以
下
資
料
館
）
で
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
石
川
地
方
は
、

「
日
本
三
大
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
産

地
」
と
し
て
全
国
的
に
有
名

で
、
石
川
町
を
含
む
あ
ぶ
く

ま
高
地
か
ら
は
約
百
五
十
種

類
の
鉱
物
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
石
川
町
の
資
料
館
は
、
鉱

物
・
岩
石
を
中
心
に
展
示
し

て
い
ま
す
。
さ
て
、
私
の
仕

事
の
内
容
は
、
見
学
者
に
館

内
に
あ
る
鉱
物
・
岩
石
等
の

説
明
や
資
料
館
に
保
管
さ
れ

て
い
る
鉱
物
に
関
係
す
る
資

料
の
整
備
と
鉱
山
跡
の
調
査

が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

の
趣
味
は
、
中
学
生
の
時
か

ら
続
け
て
い
る
鉱
物
採
集
な

の
で
、
仕
事
と
趣
味
が
マ
ッ

チ
し
て
い
る
た
め
大
変
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

　

今
現
在
、
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

鉱
山
跡
を
特
定
す
る
こ
と
で

す
。
町
内
に
石
英
や
長
石
を

採
掘
し
て
い
た
鉱
山
が
百
数

十
個
所
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
時
と
と
も
に
鉱

山
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
し

た
。
そ
の
た
め
、
鉱
山
跡
を

調
査
し
、
報
告
書
と
し
て
残

す
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
館
が
開
館
し
て
今
年

で
四
十
七
年
目
に
な
り
、
老

朽
化
が
か
な
り
進
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
移
転
す
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
資

料
館
の
収
蔵
庫
に
入
り
切
れ

な
い
貴
重
な
も
の
が
、
町
内

の
施
設
に
分
散
さ
れ
て
保
管

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
な
の

で
、
内
心
ほ
っ
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

石
川
町
は
鉱
物
ば
か
り
で

な
く
自
由
民
権
発
祥
の
地
で

も
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
多
く

の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
も
現
在
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。
来
年
の
春

頃
に
は
、
町
内
の
新
た
な
施

設
で
公
開
す
る
予
定
な
の

で
、
是
非
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
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令
和
四
年
八
月
一
日
、
福
島

市
飯
坂
町
八
景
に
あ
る
株
式
会

社
ア
ポ
ロ
ガ
ス
で
、
佐
藤
俊
市

郎
会
長
と
広
報
担
当
二
瓶
が
出

席
し
、
取
材
の
目
的
等
を
伝

え
、
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
ガ
ス
会

長
の
篠
木
雄
司
（
し
の
ぎ
ゆ
う

じ
）
氏
に
話
を
聞
い
た
。

　

ア
ポ
ロ
ガ
ス
は
経
済
産
業
省

「
お
も
て
な
し
経
営
企
業
選
」、

中
小
企
業
庁
「
が
ん
ば
る
中
小

企
業
３
０
０
社
」
に
選
ば
れ

た
。ま
た
、
日
刊
工
業
新
聞
「
優

秀
経
営
者
顕
彰
震
災
復
興
支
援

賞
」、
日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
人
づ
く

り
大
賞
２
０
１
６
優
秀
賞
」、

ひ
と
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し

た
い
会
社
大
賞
」
な
ど
数
多
く

表
彰
を
受
け
て
い
る
。
社
員
の

教
育
・
育
成
（「
人
づ
く
り
」）

を
大
切
に
し
、
社
会
貢
献
活
動

に
お
い
て
も
地
域
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
て
お
り
、「
日
本
一
の

元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
企
業
」

を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
内
容
を
今
回
と
次

号
の
二
回
に
分
け
て
紹
介
す
る
。

◇
四
十
年
前
の
恩
返
し

《
篠
木
氏
》
社
長
三
年
目
に
東

日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
。
会

社
設
立
（
四
社
が
合
併
）
当
時

か
ら
民
報
さ
ん
に
お
世
話
に

な
っ
て
、
子
ど
も
の
時
か
ら
、

初
代
社
長
と
記
者
と
の
間
で
か

わ
し
た
「
い
つ
か
将
来
会
社
が

大
き
く
な
っ
た
ら
、
新
聞
に
大

き
く
全
面
広
告
を
出
し
て
も
ら

え
ば
い
い
か
ら
」
と
い
う
約
束

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
震
災
後

だ
っ
た
の
で
余
裕
が
あ
っ
た
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成

二
十
三
年
七
月
一
日
、
四
十
年

目
の
節
目
に
福
島
民
報
新
聞
に

「
四
十
年
前
の
恩
返
し　

拝
啓

　

四
十
年
前
の
駆
け
出
し
記
者

様
へ
」
と
い
う
全
面
広
告
を
載

せ
、
恩
返
し
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
広
告
の
中
で
、
震
災
の

時
は
だ
れ
も
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
状
況
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
打
破
す
る
、
地
域
を
元
気
に

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き

る
会
社
に
な
り
た
い
と
思
い
、

私
た
ち
は
「
福
島
の
皆
様
に
元

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
続
け

る
」
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

◇
社
訓
は
「
和
と
利
」

《
篠
木
氏
》
四
社
が
合
併
し
て

で
き
た
会
社
な
の
で
、
会
社
が

で
き
た
と
き
か
ら
「
和
と
利
」

が
社
訓
に
な
っ
て
い
ま
す
。
和

が
大
切
で
、
ま
た
利
益
が
で
な

い
と
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
和

と
利
の
両
輪
で
い
く
の
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
が
社
長
に
な
っ
て
か
ら
、

震
災
・
原
発
事
故
が
あ
っ
た
の

で
、
福
島
に
元
気
を
、
笑
顔
を

と
ど
け
る
よ
う
に
、
今
の
社
長

も
引
き
継
い
で
、「
福
島
が
笑

え
ば
世
界
が
笑
う
」
を
合
言

葉
・
理
念
に
し
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
「
福
島
が
笑
え
ば
世
界
が

笑
う
」
を
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
Ｖ

Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
の
協
力
を
得
て
作
成

し
ま
し
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
『
こ
こ
ろ
の
幻
燈
会
』

　

こ
の
本
は
震
災
・
原
発
事
故

の
年
の
十
一
月
十
一
日
に
発
行

し
ま
し
た
。
福
島
の
子
ど
も
た

ち
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
中
心

に
募
集
し
た
四
百
十
二
作
品
を

集
め
た
詩
集
で
す
。

　

相
手
を
想
う
こ
こ
ろ
は
無
尽

蔵
の
元
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
無

限
の
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま

す
。「
フ
ク
シ
マ
」
＝
「
原
発

事
故
・
放
射
能
」
で
は
な
く
、

「
ふ
く
し
ま
」
＝
そ
こ
に
住
む

人
の
「
あ
た
た
か
い
心
」
に
あ

ふ
れ
、
日
本
の
そ
し
て
世
界
中

の
「
あ
た
た
か
い
心
」
が
集
ま

り
そ
れ
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る

街
」
の
代
名
詞
に
し
た
い
と
い

う
想
い
で
作
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
正
解
か
ど
う
か
そ
の

時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
自
分
で
責
任
を
持
っ
て
発

行
し
ま
し
た
。

◇
平
成
の
飛
梅

　

こ
れ
は
中
学
校
一
年
の
道
徳

の
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
「
平

成
の
飛
梅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

話
で
す
。
福
島
高
校
の
卒
業
生

Ｏ
Ｂ
（
篠
木
氏
ら
）
が
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
福

島
を
勇
気
づ
け
る
た
め
、
震
災

後
仮
設
校
舎
で
学
ぶ
生
徒
を
励

ま
そ
う
と
、
太
宰
府
天
満
宮
の

門
外
不
出
の
御
神
木
で
あ
る
梅

の
若
木
を
母
校
に
贈
り
た
い
と

考
え
、
行
動
し
ま
し
た
。
大
勢

の
人
の
善
意
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
現
し
ま
し
た
。
平
成

の
飛
梅
五
本
（「
福
高
の
暁
」

と
名
付
け
ら
れ
た
）
が
毎
年
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

…

（
松
風
第
一
八
六
号
に
続
く
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】し
の
ぎ
ゆ
う
じ

株
式
会
社
ア
ポ
ロ
ガ
ス
社
長
兼
元

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
本
部
長
。
生

き
方
の
イ
ン
フ
ラ
教
育
研
究
所
所

長
。
福
島
市
教
育
委
員
。

昭
和
3７
年
５
月
生
ま
れ
。
慶
応
大

卒
。
昭
和
６１
年
東
邦
銀
行
入
社
。

平
成
５
年
ア
ポ
ロ
ガ
ス
に
入
社
。

平
成
１９
年
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
令
和
元
年
５
月
会
長
に
就

任
、
生
き
方
の
イ
ン
フ
ラ
教
育
研

究
所
所
長
に
就
任
。

著
書
に
『
福
島
の
小
さ
な
ガ
ス
会

社
が
や
っ
て
い
た
世
界
最
先
端
の

社
員
教
育
』（
株
式
会
社
あ
さ
出

版
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
大
学
、

企
業
等
を
中
心
に
数
多
く
講
演
を

行
っ
て
い
る
。

社
会
貢
献
活
動
の
先
例
に
学
ぶ

�
株
式
会
社
ア
ポ
ロ
ガ
ス
会
長
　
篠
木 

雄
司
氏
に
聞
く
⑴
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福
　
島
　
支
　
部

一　

支
部
の
現
状

　

会
員
数
は
、
四
月
一
日
現

在
、
四
百
一
名
で
、
新
入
会
員

は
、
こ
こ
数
年
、
十
一
名
か
ら

十
六
名
の
入
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ブ
は
九
ク
ラ
ブ

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
例
会
を
開

催
し
、
趣
味
や
特
技
を
生
か
し

な
が
ら
会
員
の
親
睦
や
交
流
を

図
っ
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、

ク
ラ
ブ
員
の
高
齢
化
も
あ
り
、

ク
ラ
ブ
長
も
徐
々
に
、
次
の
世

代
が
受
け
継
ぐ
組
織
も
出
始
め

て
い
る
。
な
お
、
ク
ラ
ブ
へ
の

加
入
も
最
近
少
な
く
、
新
た
な

魅
力
発
信
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

二　

特
色
あ
る
取
組

○
福
島
市
教
育
委
員
会
の
「
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
活
用
事

業
」
へ
の
協
力

　

令
和
三
年
度
は
、
六
名
の
方

が
登
録
さ
れ
、
低
学
年
児
童
へ

の
「
読
み
聞
か
せ
」
活
動
、
学

級
活
動
の
授
業
へ
の
指
導
助

言
、
現
職
教
育
に
対
す
る
指
導

助
言
等
を
実
施
し
、
三
校
に
延

べ
九
回
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

支
部
は
「
今
」

＝
特
集
＝

～
支
部
の
現
状
と
課
題
～

○
「
子
ど
も
の
安
全
確
保
」
対

策
活
動
を
、
各
地
域
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
実
施
し
て
い
る
。

三　

地
区
内
（
福
島
市
・
川
俣

町
）
の
学
校
等
の
状
況

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
各
学
校
と

も
学
校
の
規
模
等
に
応
じ
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
、
時
間
差
登
校
、

各
種
行
事
の
工
夫
な
ど
し
て
、

感
染
予
防
に
最
大
の
対
策
を
講

じ
て
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

及
び
学
校
数
は
、
十
年
度
二
万

七
千
二
百
九
十
名
、
八
十
五
校

が
、二
十
二
年
度（
五
月
一
日
現

在
）
は
一
万
九
千
八
名
、
六
十

八
校
に
減
少
し
て
い
る
。
児
童

生
徒
数
は
今
後
も
減
少
傾
向
に

あ
り
、
複
式
学
級
増
や
学
級
数

の
減
少
と
、
そ
れ
に
伴
い
教
員

数
も
減
少
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
北
域
内
の
県
立
高

校
の
統
廃
合
も
進
み
、
今
春
は

福
島
中
央
と
保
原
の
定
時
制
が

ふ
く
し
ま
新
世
高
校
と
し
て
開

校
し
、
日
課
も
十
九
時
二
十
五

分
に
終
わ
る
夕
間
部
と
、
二
十

一
時
五
分
に
終
わ
る
夜
間
部
が

あ
り
、
生
徒
が
自
分
の
生
活
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

四　

課
題
や
今
後
の
展
望

　

年
金
受
給
年
齢
の
引
き
上
げ

や
価
値
観
の
多
様
化
等
に
よ

り
、
再
任
用
や
講
師
で
の
勤
務

者
の
増
加
や
本
支
部
の
ク
ラ
ブ

活
動
以
外
の
分
野
で
、
自
分
を

高
め
て
い
く
方
も
お
り
、
こ
こ

数
年
加
入
を
保
留
さ
れ
て
い
る

方
が
毎
年
数
名
お
ら
れ
る
。

　

退
職
予
定
同
期
の
会
と
の
懇

談
会
の
工
夫
等
に
よ
り
、
加
入

の
促
進
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

…

（
支
部
長　

鈴
木　

昭
雄
）

双
　
葉
　
支
　
部

双
葉
の
灯
は
消
さ
な
い

　

～
あ
れ
か
ら
10
年
、

　
　
　

今
と
こ
れ
か
ら
～

　

双
葉
支
部
の
原
発
事
故
避
難

記
録
「
双
葉
の
灯
は
消
さ
な

い
」
は
、
避
難
生
活
が
五
年
と

な
っ
た
の
を
機
に
、
会
員
相
互

の
安
否
と
避
難
の
現
状
を
確
認

し
よ
う
と
、
当
時
の
江
尻
邦
夫

支
部
長
さ
ん
の
も
と
、
庶
務
と

い
う
立
場
で
発
刊
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

時
の
発
刊
は
ま
た
、「
東
日
本

大
震
災
」
と
い
う
名
に
隠
れ
、

「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
の
事
故
」
と
い
う
「
記

憶
」
が
薄
れ
て
い
っ
て
い
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
、「
記
録
」

に
残
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
た

か
ら
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

記
録
集
は
、
各
会
員
へ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
県
本
部
と
県
内

の
各
支
部
に
も
送
付
し
ま
し
た

の
で
、
そ
の
後
の
多
く
の
ご
支

援
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
、
平
成
二
十

九
年
の
全
退
連
総
会
・
理
事
会

で
こ
の
冊
子
を
ご
披
露
さ
れ

て
、
福
島
県
の
実
情
を
訴
え
ら

れ
た
当
時
の
小
野
孝
雄
会
長
さ

ん
や
現
在
の
佐
藤
俊
市
郎
会
長

さ
ん
に
は
感
謝
の
言
葉
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
記
憶
は
、
と
こ
し
え
に
存

在
し
更
新
さ
れ
る
。
荒
れ
た
田

や
大
地
は
再
び
耕
せ
る
。だ
が
、

記
憶
が
一
旦
途
切
れ
た
ら
、
過

去
の
財
産
を
失
っ
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、
記
録
す
る
こ
と
が
大

事
な
の
で
あ
る
。」
と
何
か
の
本

で
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、「
双
葉
の
灯
は
消
さ

な
い
」
の
「
第
二
集
」
を
発
刊

す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、「
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
の
事
故
」
か
ら
「
十
年
目
」

と
い
う
節
目
を
迎
え
、
着
の
身

着
の
ま
ま
で
、
放
射
線
と
い
う

目
に
見
え
な
い
も
の
に
怯
え
な

が
ら
避
難
し
た
会
員
の
十
年
後

を
「
記
録
」
に
残
し
、
会
員
相

互
で
確
認
し
合
お
う
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
文
章
の
字
数
制
限

も
せ
ず
、
絵
や
写
真
だ
け
で
も

可
能
と
し
て
寄
稿
を
依
頼
し
ま

し
た
。
中
に
は
奥
様
や
娘
さ
ん

が
聞
き
取
っ
て
代
筆
さ
れ
て
ご

寄
稿
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
が
、
全
会
員
か
ら
の
寄
稿
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
十
年
と

い
う
時
の
流
れ
の
せ
い
だ
け
で

は
な
い
と
残
念
で
な
り
ま
せ
ん

が
、
双
葉
支

部
の
状
況
を

少
し
で
も
お

分
か
り
頂
け

れ
ば
幸
甚
で

す
。

　

ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
ご
支
援
に
対
し
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
、
こ
れ
か
ら

も
温
か
く
見
守
っ
て
頂
け
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

…

（
支
部
長　

鈴
木　

恵
一
）

フォトクラブ・Ｔ写真展にて
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趣

味

と

生

き

が

い

茶
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
支
部

…

髙
倉
さ
だ
子

　

三
十
数
年
ぶ
り
に
茶
道
の
稽

古
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

稽
古
中
は
ま
る
で
学
生
、
若

返
っ
て
い
ま
す
。
季
節
の
移
ろ

い
や
茶
道
の
奥
深
さ
に
触
れ
、

新
鮮
な
心
持
ち
で
稽
古
を
し
て

お
り
ま
す
。
教
え
て
い
た
だ
い

た
お
点
前
は
、
あ
っ
と
い
う
間

に
虫
食
い
状
態
で
す
が
、
回
数

で
カ
バ
ー
し
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

稽
古
で
き
る
こ
と
に
幸
せ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
、
満
九
十
四
歳
の
方
の

茶
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
も
お

元
気
で
お
弟
子
さ
ん
に
稽
古
を

つ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

「
お
茶
と
お
菓
子
、
お
道
具
だ

け
が
ご
馳
走
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
お
部
屋
、
こ
こ
か
ら

見
え
る
お
庭
、
景
色
、
出
会
い
、

す
べ
て
ご
馳
走
で
す
。」
と
、

芯
の
あ
る
お
声
で
説
明
さ
れ
た

後
に
、
軽
や
か
な
身
の
こ
な
し

で
、
お
茶
を
自
分
の
方
に
運
ん

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
思
い
も

よ
ら
な
い
こ
と
で
、
ま
る
で
魔

法
を
か
け
ら
れ
た
感
じ
で
し

た
。
恐
る
恐
る
一
口
、
続
い
て

ゆ
っ
く
り
と
残
り
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
ろ
や
か
で
深
い
味

わ
い
で
し
た
。
パ
ワ
ー
に
満
ち

た
先
生
の
振
舞
い
も
ご
馳
走
で

し
た
。
茶
道
を
愛
し
、
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
で
極
め
て
こ
ら
れ
た
お

姿
で
し
た
。
趣
味
と
生
き
が
い

は
つ
な
が
る
も
の
だ
と
再
認
識

さ
せ
ら
れ
、
心
に
沁
み
る
素
敵

な
お
茶
会
で
し
た
。
稽
古
へ
の

思
い
が
広
く
深
く
な
っ
た
気
が

い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、「
趣
味
は
お

茶
で
す
。」
と
、
は
っ
き
り
言

え
る
よ
う
精
進
し
続
け
、
い
つ

か
自
分
ら
し
い
お
茶
会
で
ご
馳

走
し
た
い
な
あ
と
、
心
と
き
め

い
た
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

小
名
浜
沖
防
波
堤

　
　
　
　
　
　
　
田
村
支
部

…

佐
藤
　
道
拓

　

今
日
も
こ
の
お
気
に
入
り
の

釣
り
場
に
立
っ
た
。
真
っ
赤
な

日
の
出
を
拝
め
た
。「
今
日
は

釣
れ
る
ぞ
」
と
す
で
に
皮
算
用
。

私
の
釣
り
は
、
磯
竿
で
テ
ト
ラ

の
先
一
〇
ｍ
ほ
ど
に
仕
掛
け
を

落
と
し
、
ち
ょ
ん
ち
ょ
ん
と
誘

い
を
入
れ
る
。
そ
こ
に
大
物
が

ガ
バ
ッ
と
喰
い
つ
く
。
か
つ
て

は
そ
う
だ
っ
た
。
こ
こ
数
年
釣

果
が
め
っ
き
り
減
っ
た
。

　

今
日
も
二
時
間
ほ
ど
当
た
り

が
な
く
腹
も
減
っ
た
頃
合
い
、

ま
ず
ま
ず
の
カ
サ
ゴ
が
釣
れ

た
。
置
き
竿
に
し
て
お
に
ぎ
り

に
か
ぶ
り
つ
こ
う
と
し
た
そ
の

時
、
五
・
三
ｍ
の
竿
が
グ
オ
ン

グ
オ
ン
と
大
き
く
し
な
っ
た
。

金
色
に
輝
く
大
き
な
メ
バ
ル

だ
っ
た
。
ま
た
お
に
ぎ
り
を
食

べ
始
め
た
ら
、
ま
た
グ
オ
ン
グ

オ
ン
。
今
度
は
ム
ラ
ソ
イ
。
そ

し
て
ク
ロ
ソ
イ
、
ま
た
ム
ラ
ソ

イ
と
ど
れ
も
大
型
ば
か
り
。
食

事
を
と
る
暇
も
な
い
。
あ
れ
だ

け
誘
っ
て
も
反
応
も
な
か
っ
た

の
に
。
た
だ
置
い
た
竿
で
、
そ

れ
も
短
時
間
で
。
時
に
こ
ん
な

不
本
意
な
大
漁
も
あ
る
。
置
き

竿
に
イ
セ
エ
ビ
が
か
か
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

次
回
、
誘
い
を
入
れ
な
い
釣

り
方
で
爆
釣
す
る
我
が
姿
を
妄

想
し
て
い
る
自
分
が
す
で
に
い

る
。
こ
れ
が
私
の
趣
味
と
生
き

が
い
と
な
っ
て
い
る
。

大
震
災
を
き
っ
か
け
に

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
き
支
部

…

髙
羽
　
博
樹

　

定
年
退
職
か
ら
一
年
経
と
う

と
す
る
三
月
、
あ
の
東
日
本
大

震
災
が
発
生
。
何
を
す
る
気
力

も
な
く
、
鬱
の
状
態
を
自
覚
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
へ
息
子
が

「
会
社
に
木
工
部
を
新
設
す
る

か
ら
得
意
の
木
工
を
や
ら
な
い

か
」
と
助
け
船
を
。
家
内
も
賛

成
。
そ
の
声
か
け
で
、
私
に
気

力
が
沸
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。

　

早
速
作
業
場
を
移
転
し
、
四

月
下
旬
に
は
木
工
作
業
を
再
開

で
き
ま
し
た
。
息
子
と
家
内
に

感
謝
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、

息
子
の
会
社
の
た
め
に
収
益
を

上
げ
る
こ
と
に
専
念
し
ま
し

た
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
商
売
で
す
。
若
い
頃
か

ら
趣
味
で
や
っ
て
い
た
木
工
で

し
た
が
、
商
品
と
し
て
お
客
様

に
販
売
す
る
と
な
る
と
、
加
工

か
ら
塗
装
ま
で
一
か
ら
勉
強
の

や
り
直
し
で
し
た
。

　

あ
る
晩
、
驚
い
た
こ
と
に
亡

く
な
っ
た
父
が
、
木
製
の
バ
ッ

ク
を
抱
い
て
夢
に
出
て
き
た
の

で
す
。
そ
の
バ
ッ
ク
が
ヒ
ン
ト

に
な
り
、
改
良
を
加
え
、
女
性

が
お
し
ゃ
れ
で
使
い
や
す
い

バ
ッ
ク
が
売
れ
筋
の
商
品
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
十
年
の
間
に
、
三
回
の

木
工
展
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

七
十
一
歳
に
な
っ
た
時
、
将

来
の
片
付
け
を
考
え
、
木
工
か

ら
手
を
引
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

と
は
言
え
、
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
私
。
現
在
は
、
以
前

か
ら
や
り
た
か
っ
た
「
切
り

絵
」
に
挑
戦
中
で
す
。
拡
大
鏡

を
か
け
な
が
ら
の
細
か
い
作
業

で
す
が
、
毎
日
楽
し
く
紙
を
刻

ん
で
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
皆

様
に
見
て
い
た
だ
け
る
日
を
夢

み
て
。
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五
七
五
を
愛
し
て

�

伊
達
支
部

　

二
十
数
年
前
に
は
、
十
名
ほ

ど
の
会
員
を
誇
っ
て
い
た
当
ク

ラ
ブ
も
、
遂
に
三
本
の
矢
の
み

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
結
束
は
固
く
、
年
二
回

の
行
事
は
欠
か
さ
ず
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
結
果
、

ク
ラ
ブ
員
の
減
少
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
こ
と
、
男
性
の
み

の
活
動
か
ら
抜
け
出
せ
な
か
っ

た
こ
と
の
二
点
が
、
今
後
に
課

題
と
し
て
残
る
よ
う
で
す
。

　

三
年
前
に
「
俳
句
ク
ラ
ブ
」

に
「
川
柳
」「
短
歌
」
を
加
え
、

「
五
七
五
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
包

括
的
に
活
動
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
作
品
を
次
に
紹
介

し
て
お
こ
う
と
思
い
ま
す
。

〈
俳
句
〉…

飯
坂
俳
句
大
会
大
賞

　

み
ち
の
く
の
庄
司
戻
し
の

　
　
　
　
桜
咲
く

…

中
村　

洋
平

〈
川
柳
〉…

五
七
五
ク
ラ
ブ
長
賞

　

幼
な
児
に
大
人
振
り
向
く

　
　
　
　
　
初
言
葉

…

丹
治　

睦
雄

特
色
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動

〈
短
歌
〉…

愛
の
三
十
一
文
字

…

コ
ン
ク
ー
ル
全
国
第
三
位

　

半
世
紀
共
に
生
き
来
て

　
　
　
や
う
や
く
に
恋
人
岬
に

　
　
　
　
　
　
今
立
た
ん
と
す

（
五
七
五
ク
ラ
ブ　

津
村　
　

栄
）

郡
山
支
部

�

功
績
調
書
委
員
会
の
活
動

�　

私
た
ち
郡
山
支
部
の
功
績
調

書
委
員
会
は
、
他
支
部
同
様
、

会
員
の
春
秋
叙
勲
や
高
齢
者
叙

勲
、
死
亡
時
の
叙
位
叙
勲
の
申

請
の
際
に
必
要
と
な
る
書
類
作

成
に
対
応
す
る
た
め
に
、「
功

績
調
書
」
及
び
「
履
歴
書
」
の

本
会
へ
の
預
託
活
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
活
動

も
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
委
員
会
の
開
催
は

必
要
最
小
限
に
と
ど
め
な
が

ら
、
郡
山
市
教
委
と
連
携
し
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
会
で
は
近
年
預

託
さ
れ
な
い
方
が
多
数
お
ら
れ

る
の
が
実
情
で
し
た
。
ま
た
、

ご
長
寿
の
方
が
増
え
、
高
齢
者

叙
勲
の
申
請
が
増
加
し
て
き
て

大
変
喜
ば
し
い
の
で
す
が
、
そ

れ
ゆ
え
辞
退
さ
れ
る
方
も
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
だ

預
託
さ
れ
て
い
な
い
方
へ
の
申

請
の
意
思
確
認
作
業
を
行
い
、

早
め
の
預
託
を
勧
め
る
と
と
も

に
、
現
職
の
小
・
中
学
校
長
会

の
協
力
の
下
、
全
校
長
先
生
方

へ
の
説
明
会
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
新
様
式
で

の
預
託
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
、
ま
だ
意
思
表
示
さ
れ

な
い
方
が
、
令
和
四
年
五
月
現

在
、
会
員
四
百
七
名
中
七
十
八

名
い
ま
す
の
で
、
支
部
広
報
を

活
用
す
る
な
ど
し
て
、さ
ら
に
預

託
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

…

（
委
員
長　

武
藤　

公
夫
）

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
八
月
一

日
に
開
設
し
ま
し
た
。
試
験
的

運
用
の
段
階
で
す
が
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
今
後
、
各
支
部
・

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
会
員
専
用
は
、
会
員

の
皆
様
の
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
て
は
九
月
の
支
部

長
会
で
説
明
い
た
し
ま
す
。

①
ト
ッ
プ
画
面
の
写
真
は
現
在

十
六
支
部
掲
載
。
今
後
各
支

部
よ
り
写
真
の
提
供
を
受
け

て
差
し
替
え
ま
す
。

②
左
側
（
各
支
部
）
は
、
支
部

の
会
報
や
活
動
な
ど
を
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
。

③
随
時
、更
新
記
事
の
掲
載
、差

し
替
え
、
削
除
を
行
い
ま
す
。

URL ⇒ http://fukushima-taisyoku-kochokai.org

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
に
つ
い
て

郡山市教委との話合い


